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福島県住生活基本計画　全体構成

１ 計画の目的　　２ 計画改定の背景　　３ 計画改定の経緯　　４ 計画の位置付けと計画期間　　５ 用語の定義

Ⅰ  はじめに

Ⅱ  基本目標と基本方針

Ⅲ  施策の展開

１ 基本目標　　２ 基本方針　　３ 住まいの重点取組

居住ニーズの多様化や社会情勢の変化に柔軟に応える
良質な住宅ストックの形成と活用

基本目標

１ 施策の体系 ２ 施策の現状と課題・対策・具体的取組・効果・指標

基本方針 施策の方向性 重点取組 取　組

方
針
１
住宅ストックの
質と量の適正化

⑴住宅性能の向上
①住宅性能の向上重点１

②魅力的な住まいづくりへの意識の高揚

⑵住宅ストックの利活用 ③中古住宅の魅力的な利活用

⑶空き家の適正管理・除却 ④空き家対策重点２

⑷賃貸住宅の適正管理
⑤公営住宅の適正管理

⑥民間賃貸住宅の適正管理の促進

方
針
２

安全・安心
⑴住宅の防災・減災

①住宅の防災・減災対策重点３

②災害への重層的な備え

⑵住まいのセーフティネットの推進 ③住宅確保要配慮者への住宅供給・支援

⑶関係法令等の遵守 ④建築関係法令の遵守の徹底

方
針
３
地方創生・復興

⑴人口減少への対応
①子育て世帯等への住宅供給・支援

重点４
②移住者等への住宅供給・支援

⑵住まいの復興・再生 ③被災者・避難者への住宅供給・支援

共
通
方
針
地域居住の推進

⑴�地域力とコミュニティの
　醸成・維持

①地域居住政策の推進重点５

②地域コミュニティの醸成・維持

⑵�ふくしま型の住まいづくりの
推進

③ふくしま型の住まいづくりの人材育成・活用促進

④ふくしま型の住まいづくりに関する相談体制の充実

３ 地域別施策の方向

４ 指標一覧

５ 公営住宅の供給目標量

６ 総合的かつ計画的な施策の推進

⑴　各主体（県民・民間事業者・市町村・県等）の担うべき役割
⑵　住宅政策を推進するための体制づくり　
⑶　市町村の取組の強化と連携・支援
⑷　計画の進行管理


